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PPP2R5D; Serine/threonine-protein phosphatase 2A 56 kDa regulatory subunit delta
p11E=4 isoform; PP2A B subunit isoform B'-delta; PP2A B subunit isoform B56-delta; PP2A B subunit
isoform PR61-delta; PP2A B subunit isoform R5-delta
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	背景
	この遺伝子産物は、ホスファターゼ2A調節サブユニットBファミリーに属します。タンパク質ホスファターゼ2Aは、4つの主要なSer/Thrホスファターゼの1つであり、細胞の成長と分裂の負の制御に関与しています。触媒サブユニットと定常調節サブユニットからなる共通のヘテロ多量体コア酵素で構成され、さまざまな調節サブユニットと会合しています。B調節サブユニットは、基質選択性と触媒活性を調節する可能性があります。この遺伝子は、調節サブユニットB56サブファミリーのデルタアイソフォームをコードしています。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが同定されています。[RefSeq提供、2008年7月],機能：B調節サブユニットは、基質選択性と触媒活性を調節し、特定の細胞内区画への触媒酵素の局在を指示する可能性があります。,誘導：レチノイン酸による;神経芽腫細胞株において、リン酸化タンパク質PP2Aは、DNA損傷時にリン酸化され、おそらくATMまたはATRによって引き起こされます。,類似性：ホスファターゼ2A調節サブユニットB56ファミリーに属します。,細胞内局在：間期には核内、有糸分裂時には核内。,サブユニット：PP2Aは、36 kDaの触媒サブユニット（サブユニットC）と65 kDaの定常調節サブユニット（PR65またはサブユニットA）からなる共通のヘテロ二量体コア酵素で構成され、さまざまな調節サブユニットと会合します。コア二量体と会合するタンパク質には、3つの調節サブユニットBファミリー（R2/B/PR55/B55、R3/B''/PR72/PR130/PR59、およびR5/B'/B56ファミリー）、48 kDaの可変調節サブユニット、ウイルスタンパク質、および細胞シグナル伝達分子があります。 SGOL1と相互作用する。,組織特異性：アイソフォームDelta-2は広く発現している。アイソフォームDelta-1は脳で高発現している。,
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	PPP2R5D抗体を用いたJurkat細胞およびHUVEC細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
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